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ごうちゃんねる（GO-CHANNEL）        2022/02/16
あっさり黙示録 

＃3『赤い馬が引き起こす艱難期 第一次大戦争とは』 

黙示録 6 章・ゼカリヤ書 1 章 

東住吉キリスト集会 高原 剛一郎 氏 
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お元気ですか。高原剛一郎です。 

このシリーズでは、特に艱難時代の前半に起こる出来事について、黙示録によって解説をしています。 

黙示録 5 章では、7 つの封印によって封じられた巻物が出て来ました。その封印を一つひとつ解いてい

くにしたがって、艱難時代が次のステージへと展開・発展していく。 

今日は、2 つ目の封印が解かれた時に起こる出来事について解説します。 

黙示録 6 章 3-4 節
子羊が第二の封印を解いたとき、私は第二の生き物が「来なさい」と言うのを聞いた。 

すると別の、火のように赤い馬が出て来た。 

それに乗っている者は、地から平和を奪い取ることが許された。 

人々が互いに殺し合うようになるためである。また、彼に大きな剣が与えられた。 

ざっくり言いますと、赤い馬に乗っている者が、世界の国々を戦争に向かうようにそそのかす。仕向ける。 

ここから 3 つのポイントでお話します。 

ポイント 1）赤い馬とは何か 

前回は白い馬に乗る反キリスト。今回は赤い馬、次回は黒い馬、その次は青ざめた馬が出て来ます。 

4 種類の馬が出て来るんですが、これはいったい何を意味するのか。 

聖書を解説するにはいくつか原則があります。基本的には字義通りに読む。言葉の通りに読む。 

しかし、比喩として出てくる時には比喩の解釈が必要です。 

比喩を解釈する時は、“聖書は聖書で解釈する” という原則があるんですね。聖書の他の箇所で、その比

喩をどんな意味で使っているのかを知って、それを当てはめて解釈することがとても大事なんです。 

自分のイマジネーションを働かせて、想像力豊かに思い巡らしても、奇想天外になってしまうんですね。 

例えば、赤い馬が出て来て、それに乗っている者が戦争するように働きかけた。赤は共産主義の色だ。 

赤い馬に乗っているのは習近平だ。･･･こういう解釈はアウトなんですね。 

聖書は聖書で解釈する。これがとても大事なのです。 

ところで、色の付いた馬は既に登場しています。どこに？ 旧約聖書のゼカリヤ書です。 

ゼカリヤ書はダニエル書と並んで、終末預言について詳しく詳しく情報提供している預言書です。 

ゼカリヤ書 1 章 8-10 節 

夜、私（ゼカリヤ）が見ると、なんと、一人の人が赤い馬に乗っていた。 

その人は、谷底にあるミルトスの木の間に立っていた。そのうしろには、赤毛や栗毛や白い馬がいた。 

私は「主よ、これらの馬は何ですか」と尋ねた。すると、私と話していた御使いが「これらが何なのか、

あなたに示そう」と言った。すると、ミルトスの木の間に立っていた人が答えた。 

「これらは、地を行き巡るために主が遣わされた者たちだ。」 



2 
 

色の付いた馬が出て来て、「これらの馬は何ですか」の問いに「これらは、地を行き巡るために主が遣わ

された者たちだ。」すなわち、地の方々に主／神が遣わした者。御使い／天使。 

馬は古代世界においては非常に素早い、あっという間に駆け巡って行くスピーディーな動物でした。 

世界がいかに広くても、神の命令を受けてスピーディーに行き巡って来た天使たちを、色の付いた馬に

なぞらえているのです。 

 

黙示録 6 章に出て来る4 つの色の馬は天使のことなんですね。但し、良い天使ではないんです。 

サタンの手下になっている天使。堕天使。悪い天使。人類に悪意を抱く存在。しばしば悪霊と言われてい

る存在。そう考えて間違いないと思います。 

悪意の天使／堕天使たちが、人類に災いをもたらすために飛び出して来た。 

 

ポイント 2）彼（赤い馬に乗る者）に大きな剣が与えられた 

これは、艱難時代初期に戦争が起こるということです。 

艱難時代には 3 つの戦争が起こります。初期のこの戦争・中間期の反キリストが起こす戦争・最後にハ

ルマゲドンの戦い。 

 

この 1 回目の戦争も決して小さいものではありません。というのは、大きな剣が与えられた。 

非常に殺傷能力の高い兵器が用いられるんですね。 

 

なぜ大きな戦争になるのか？ 今は世界に 208 の国がありますが、艱難時代に入ったこの時代は 10 か国

しかないんです。 

今の世界人口を仮に 80 億人と見積もりましょう。80 億人が 10 か国に再編成されると、1 つの国の人口

規模は 8 億人ですよ。中国やインドまでとはいかなくても、それよりも一回り小さいくらいの国。 

8 億の人口を擁する国って、飛び抜けて大きいと思いますね。 

そんな巨大国家が 10 個競い合っているような時代が艱難時代なんです。 

このような凄い規模の国々が互いに戦争するとなると、地域紛争では収まりません。 

大国同士の戦争になるので大きな被害が出る。それで、彼に大きな剣が与えられた。 

 

ポイント 3）それに乗っている者は、地から平和を奪い取ることが許された 

許された。許可を取ってそれをやった。誰が許したんでしょうか。神なんです。 

 

ここの意味は、サタンや堕天使がいかに人類の滅亡を望んで働きかけようとしても、それらは無制限に

働くことはできない。神が許した範囲内でなければ、彼らは活動できない。 

人類を一気に滅ぼしたいのがサタンの本心でしょう。しかし、神が許可した範囲内でのみしか活動でき

ない。どんなに酷いことが起こっている時でも、神の主権は働いているということです。 

 

今日一日を振り返って、皆様 いかがでしたでしょうか。いい一日だったら幸いですね。 

でも ある方々にとっては、とっても残念な一日、がっかりするような出来事があった一日、悲しいこと

が起こった一日かもしれません。「神なんかどこにいるんだ！」と言いたくなるようなことが起こったか

もしれません。がしかし、神は働いておられる方です。 

 

この戦争で大勢の人々が亡くなりますが、同時にこの時に、人類史上最も多くの人々がキリストを信じ

て神に立ち返る、ということが起こっているんですね。 

それは、ここだけ読んでても分かりません。他の箇所にそう書いてあるんです。 
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ですから、不幸にフォーカスすると実に悲惨なことしか分からないのですが、そのようなことを神がお

許しになる時には、必ず良き意図・目的があります。 

ということで、今日も私たちの人生の中に、良き方の支配が及んでいることを思い起こす者でありたい

なと思いました。 

 

次回はこの続きをお話したいと思います。もしよろしければ、チャンネル登録をお願いします。 

ではまた このチャンネルでお目にかかりましょう。皆さん、お元気でいてください。さよなら！ 

 

☆使用した聖書は「聖書 新改訳 2017」です。 


